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要旨 

当社で設計 BIM100％体制が整ってから３年。導入以来 BIM 設計されたマンションは 362 件 66699

戸(東京地区)に上る。BIM はデータベースであり、膨大なデータが日々蓄積されている。これを使って

DX を起こそうと画策している矢先に、LLM と言うものが出てきた。難解で不愛想だった BIM データ

に、設計者が直接話しかけられる時代が到来した。設計者が BIM と会話するその先にどのような未来

が有るか模索する。 
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日本建築学会情報システム技術委員会

第46回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集，80-79，2023年12月，東京

Proceedings of the 46th Symposium on Computer Technology of Information，

Systems and Applications，AIJ，k80-k79，Dec.，2023，Tokyo



略歴 

1997 年 長谷工コーポレーションに入社。入社以来マンションの意匠設計に従事。2012 年 社内 BIM

導入のため BIM 推進部門に転向。2020 年 全件 BIM 運用に至ってからは DX 推進に舵を切る。 
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